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市民意見募集（パブリックコメント）結果 

 

 「第５次和歌山市地域福祉計画（案）」に対するご意見を募集した結果、９件のご意見をいただきまし

たので、次のとおり公表します。 

 

■募集案件の概要 

 

募集案件 第５次和歌山市地域福祉計画（案） 

受付期間 令和６年１２月２３日～令和７年１月２１日 

ご意見の件数 １名・９件 

 

■ご意見の概要と市の考え方 

 

No ご意見の概要 市の考え方 

１ 

計画内にある「こども」に関わる表記が「子

供」「子ども」「こども」とある。法律名や固

有名詞に沿った明記であるが、それ以外の表

記は国の表記「こども」に合わせてもいいの

ではないか。 

計画書全体として、「こども」表記について

は、法律名や固有名詞に沿った表記、既存の事

業名以外について、ひらがな表記の「こども」

に統一します。 

2 

自治会について、計画には重要な位置を占

めていますが、未結成や未加入の市民にはど

うするのか。 

 地域福祉の基本的な理念は、全ての住民が安

心して暮らせる地域社会を実現することです。

自治体未結成や未加入の市民に対しても、地域

関係機関が連携して必要な支援を平等に提供

することで、誰もが地域の一員として尊重さる

環境を整えることを目指します。 
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3 

障がい者手帳を持っていないけど、日々の

生活に不安を抱えている当事者も多いなか、

障害者差別解消法が施行されて、社会に障害

があるという社会モデルの考え方では、手帳

の有無は必要ないのでは？ 

ご指摘のとおり、障害を理由とする差別を解

消するための措置等は、障害者手帳所持者に対

してのみ行うものではありません。 

 

4 

コミセンの役割や機能、活用について、地

域の自主的な拠点として建設されているが、

活用方法や実績が記されていない。 

本計画は福祉の各分野における施策の推進

にあたっての基本的な考え方・方向性を示すも

のとして位置付けておりますので、具体的な取

り組みについては、各分野でそれぞれ対応して

いきます。 

5 

P40 

重層的支援体制整備事業の推進 下図 

地域づくり支援について図が記されている

が、地域づくり事業の項目に広く活用してい

く視点が必要と思うので、隣保館や児童館、

福祉館などを明記されてはどうか。 

計画書案４０ページの図ですが、こちらは、

関係部署や関係機関、連携先などすべての機関

を記載することは難しく、主なものを挙げてい

ます。ご意見のあった複数の名称を記載するこ

とはスペースの問題もあり困難ですが、「隣保

館」を図の中央左に記載します。 

6 

P45 

1-1 一人ひとりの気づきの促進 

話し合いや学習の機会の充実（2） 

４つ目の□にある項目に認知症や障害者、生

活困窮者などさまざまなまマイノリティにつ

いて記されています。ここに「国民的課題」

でもある部落問題について明記されたい。 

ご意見の内容を踏まえ、計画書案４５ページの

【話し合いや学習の機会の充実（2）】の４つ目

の□に、「部落差別をはじめ様々な差別を受け

た人」を追記し、全体として、「多様な学びの

機会を通じて、認知症の人や障害のある人、ひ

きこもり、外国にルーツのある人、性的マイノ

リティ、生活困窮者、矯正施設からの退所者、

犯罪による被害を受けた人、部落差別をはじめ

様々な差別を受けた人など、課題や不安を抱え

る可能性が高い人やその家族に対する地域で

の理解を促進します。」とします。 

 



3 

 

7 

P55 

C-2 相談窓口のネットワークの充実 

●和歌山市社会福祉協議会のネットワークの

充実 

地区社会福祉協議会が中心となり、自治会や

民生委員・児童委員協議会、老人クラブなど

と記されているが、「など」と記さずに関係

する団体は明記すべき。 

計画書案５５ページの【和歌山市社会福祉協

議会のネットワークの充実】について、ご意見

の「など」には、地域づくりに携わる多種多様

な団体を想定しており、すべての団体を記載す

ることは困難であるため、主な連携先を記載し

ています。 

8 

P55 

C-2 相談窓口のネットワークの充実 

●包括的支援体制の整備 

包括的支援体制の整備に隣保館を明記された

い。 

計画書案５５ページの【包括的支援体制の整

備】については、重層的支援体制整備事業にお

ける関係者間の円滑な連携を図るなど、既存の

相談支援機関をサポートし、包括的な支援体制

の構築を支援するものとして、多機関協働事業

の内容を記載しています。 

隣保館の取り組みについては、計画書案６１

ページの【相談窓口とネットワークの充実（２

９）】の２つ目の□で、隣保館が住民と関係機

関の橋渡しをするための取り組みを検討する

ことや計画書案６８ページの【多様な施設等の

活用の推進（４７）】の１つ目の□で、隣保館

を効果的に活用し、地域福祉活動などの場とし

て提供する方策を検討することを記載してい

ます。 

9 

P61 

地域での相談活動の推進（30） 

一つ目の□民生委員、児童委員や地域のさま

ざまな組織・・・相談活動の充実を図るため

とあるが、地域のさまざまな組織に隣保館を

明記されたい。 

計画書案６１ページの【地域での相談活動の

推進（３０）】の１つ目の□にある「地域の様々

な組織」については、市の組織を除く地域の

様々な組織や団体を指すものとして記載して

います。２つ目の□おいて「地域だけでは解決

できない課題に市や専門機関等が連携して対

応するよう、伝達や協働のしくみを充実しま

す」と記載していますが、ここでいう「市」に

隣保館は含まれています。 

 

 


